
大阪府で開催されるリポビタンカップ第50回記念
日本少年野球選手権大会（8月2～7日）、愛媛県で開
催されるNPBガールズトーナメント2019全日本女子
学童軟式野球大会（8月2～9日）、山梨県で開催され
る全国男子中学生ウエイトリフティング選手権大会

（8月8・9日）に出場する6選手が教育長を表敬訪問。
選手らは、「これまでの練習の成果を発揮して、全

国大会でも優勝を目指してがんばりたい」などと意気
込みを語ってくれました。

7

24

８

３

目指せ　全国制覇！！

夏休みの思い出作りや自由研究にと親子連れ72人
が、美濃陶磁歴史館の体験講座に参加し、古代の装
身・祭祀用の玉として知られる勾玉を手作りしました。

参加者らは、最初に同館の企画展「東美濃の縄文土
器－東と西の文化が出会う場所－」を見学してから勾
玉作りに挑戦。少しでもきれいな光沢を出そうと石を
やすりで懸命に磨き、中には手が真っ白になる人も。
磨き上げた勾玉はあらかじめあけておいた孔に紐を通
して完成。最後に首から掛けて記念撮影をしました。
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ギネス世界記録認定

織部まつりの会場で「美濃焼の皿を使用したモザイ
クアート」が見事、ギネス世界記録に認定され、ギネ
ス世界記録公式認定員の立会いの下、認定式典が行わ
れました。

土岐JCが地場産業である美濃焼に関心を持っても
らおうと企画し、使用した皿は、市内の小・中・高校
に通う皆さんが、絵付けに協力し、皿の裏面には、約
1万人がメッセージを書き込みました。皿を並べると

「キキョウ」・「煙突」・「器」が、描き出されました。

7

28

7

30
８

４ 自分から誰とでも
笑顔であいさつしよう

濃南分団
県消防操法大会で第３位

市内6校の代表者20人が集い、各校自慢の取り組み
やテーマについて意見を出し合い交流する「夢と絆 
中学生サミット」が駄知中学校で開かれました。

今回のテーマは、「あいさつ」。グループ討議で各校
の取り組みと現状を共有し、よりあいさつを活発に
するために知恵を出し合いました。まとめでは、「自
分から誰とでも笑顔であいさつ」という「夢と絆宣
言」を採択。生徒らは今日の議論を各校へ持ち帰り、
11月に行われるあいさつデーに向けて取り組みを活
発化させていくと意気込んでいました。

高山市で開催された同大会に、市を代表して濃南分
団が出場しました。団員の皆さんは、厳しい訓練の成
果を存分に発揮。参加29チーム中、見事3位入賞を果
たし、優秀賞を獲得しました。また、指揮者を務めた
伊藤さんと４番員の中嶋さんは、各番員の中で最も得
点が高い者に贈られる番員賞を受賞しました。

【選手の皆さん】＜敬称略＞
▷指揮者＝伊藤喬

たかし
　　　▷１番員＝長江有

あり
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ひろ

▷２番員＝稲垣拓哉　　▷３番員＝山田啓悟
▷４番員＝中嶋敏博　　▷吸管補助員＝山下泰

たい
二郎
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